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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月1日(2021.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　したがって、第一の態様から見ると、本発明は、潤滑剤配合物であって：
　　（ａ）ＡＰＩグループＩ～Ｖオイル及びそれらの混合物から選択されるベースオイル
と、
　　（ｂ）潤滑剤配合物の総重量に基づいて０．０１～１０重量％の摩擦調整添加剤と、
　　（ｃ）他の潤滑剤配合物添加剤（lubricant formulation additive）と、
を含み、
　前記摩擦調整添加剤がダイマー脂肪酸のヒドロキシル官能化誘導体であり、前記摩擦調
整添加剤が１０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内のヒドロキシル価を有し、前記摩擦調整
添加剤が：
　　ｉ）ダイマー脂肪酸と、
　　ｉｉ）エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリ
エチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレン
グリコール、ポリプロピレングリコール、ブチレングリコール、プロパンジオール、ブタ
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ンジオール、グリセロール及びそれらの混合物から選択されるポリオールと、
　　ｉｉｉ）任意選択的に、Ｃ２～Ｃ１２ジカルボン酸又はジオールと、
　　ｉｖ）任意選択的に、Ｃ１～Ｃ１０モノカルボン酸又はモノアルコールと、
を含む反応物質（reactant）の反応生成物である、潤滑剤配合物を提供する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑剤配合物であって：
　　（ａ）ＡＰＩグループＩ～Ｖオイル及びそれらの混合物から選択されるベースオイル
と、
　　（ｂ）前記潤滑剤配合物の総重量に基づいて０．０１～１０重量％の摩擦調整添加剤
と、
　　（ｃ）他の潤滑剤配合物添加剤と、
を含み、
　前記摩擦調整添加剤が、１０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内のヒドロキシル価を有し
、前記摩擦調整添加剤が、
　　ｉ）ダイマー脂肪酸と、
　　ｉｉ）エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリ
エチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレン
グリコール、ポリプロピレングリコール、ブチレングリコール、プロパンジオール、ブタ
ンジオール、グリセロール及びそれらの混合物から選択されるポリオールと、
　　ｉｉｉ）任意選択的に、Ｃ２～Ｃ１２ジカルボン酸又はジオールと、
　　ｉｖ）任意選択的に、Ｃ１～Ｃ１０モノカルボン酸又はモノアルコールと
を含む反応物質の反応生成物である、潤滑剤配合物。
【請求項２】
　前記摩擦調整添加剤の反応物質ｉｉ）が、エチレングリコール、ジエチレングリコール
、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロ
ピレングリコール及びそれらの混合物から選択されるポリオールである、請求項１に記載
の潤滑剤配合物。
【請求項３】
　前記摩擦調整添加剤が、
　　ｉｉｉ）Ｃ２～Ｃ１２脂肪族ジカルボン酸
を含む、請求項１又は２に記載の潤滑剤配合物。
【請求項４】
　前記摩擦調整添加剤が：
　　ｉｖ）Ｃ１～Ｃ１０脂肪族モノアルコール
を含む、請求項１～３のいずれかに記載の潤滑剤配合物。
【請求項５】
　前記摩擦調整添加剤が、
　　ｉ）ダイマー脂肪酸、並びに
　　ｉｉ）エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロ
ピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール及びそれらの混
合物から選択されるポリオール
のみの反応生成物である、請求項１に記載の潤滑剤配合物。
【請求項６】
　前記潤滑剤配合物の総重量に基づいて、０．１～６重量％の前記摩擦調整添加剤を含む
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、請求項１～５のいずれかに記載の潤滑剤配合物。
【請求項７】
　前記潤滑剤配合物がオートバイオイルであり、オートバイオイル添加剤パックの一部と
して前記（ｃ）他の潤滑剤配合物添加剤を含む、請求項１～６のいずれかに記載の潤滑剤
配合物。
【請求項８】
　前記潤滑剤配合物中の全モリブデン含有添加剤を考慮に入れた場合、前記潤滑剤配合物
が、合計で、最大で０．０１重量％（１００ｐｐｍ）のモリブデン原子を含む、請求項１
～７のいずれかに記載の潤滑剤配合物。
【請求項９】
　ＪＡＳＯ規格Ｔ９０３によって定義されるＭＡ、ＭＡ１又はＭＡ２の総合的等級を有す
る、請求項１～８のいずれかに記載の潤滑剤配合物。
【請求項１０】
　ＪＡＳＯ規格Ｔ９０３によって定義されるＭＡ２の総合的等級を有する、請求項９に記
載の潤滑剤配合物。
【請求項１１】
　クランクケースと湿式クラッチとを含む内燃機関を潤滑する方法であって、
　　（ａ）ＡＰＩグループＩ～Ｖオイル及びそれらの混合物から選択されるベースオイル
、並びに
　　（ｂ）潤滑剤配合物の総重量に基づいて０．０１～１０重量％の摩擦調整添加剤であ
って、前記摩擦調整添加剤が、ダイマー脂肪酸のヒドロキシル官能化誘導体であり、１０
～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内のヒドロキシル価を有する、摩擦調整添加剤
を含む潤滑剤配合物を、前記クランクケース及び前記湿式クラッチに供給することを含む
、方法。
【請求項１２】
　前記潤滑剤配合物が請求項１～１０のいずれかに記載の潤滑剤配合物である、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記潤滑剤配合物がギヤへさらに供給される、請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記潤滑剤配合物が単一の潤滑剤リザーバから供給される、請求項１１～１３のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１５】
　前記内燃機関が４ストロークエンジンである、請求項１１～１４のいずれかに記載の方
法。
【請求項１６】
　前記内燃機関がオートバイエンジンである、請求項１１～１５のいずれかに記載の方法
。
【請求項１７】
　１０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内のヒドロキシル価を有するダイマー脂肪酸のヒド
ロキシル官能化誘導体である摩擦調整添加剤の、潤滑剤配合物における使用であって、前
記潤滑剤配合物がＪＡＳＯ規格Ｔ９０３によって定義されるＭＡ２の総合的等級を有する
、使用。
【請求項１８】
　１０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内のヒドロキシル価を有するダイマー脂肪酸のヒド
ロキシル官能化誘導体である摩擦調整添加剤の使用であって、内燃機関のクランクケース
における摩擦を低減するための、潤滑剤配合物における、使用。
【請求項１９】
　前記潤滑剤配合物が、請求項１～８のいずれかに記載のものである、請求項１７又は１
８に記載の使用。
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